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1 はじめに 
 自宅などの生活空間において，興味のあるニ

ュースや広告などの情報を能動的に提供すれば，

日常生活が便利で快適なものになる可能性が期

待される．そこで，ユーザの活動を阻害しない

適切なタイミングでの情報提供に向けて，我々

は，活動遷移に基づく情報提供機会の推定を試

みてきた[1]． 

ここで，余暇的に利用されることが多く利用

時間も長いスマートフォン利用中は情報提供に

適していると考えられる．しかし，これまでの

スマートフォンユーザへの情報提供に関する研

究は，情報の確実な閲覧に重きが置かれていた

ため，位置や時間帯，移動などの粒度の大きな

情報に基づく検出方法や，応答率などの評価方

法が用いられてきた[2,3,4]．それに対し，活動阻

害の程度は短時間で変化するユーザの思考状態

に大きな影響を受ける可能性が高く，また，行

動の結果である応答率などで評価することは困

難と考えられる．  

そこで本研究では，スマートフォンの利用開

始や終了，利用状況などに応じて能動的に情報

提供する実験用アプリケーションを試作し，日

常生活場面において情報提供に適したタイミン

グを実験的に検討したので報告する． 

 

2 スマートフォン利用における適切な情報

提供タイミングの検討  

スマートフォンでの情報提供が許容されるか

否かには，活動遷移の有無や利用状況が影響す

ると考えられる． 

活動遷移時，すなわち作業の切れ目は，作業

中と比較して認知負荷が低下することが知られ

ている[5]．そのため，図 1 のようにスマートフォ

ン利用における利用開始，利用終了，そして，

アプリ切替のタイミングは，情報提供が許容さ

れやすいものと予想される． 

さらに，同じ活動遷移時でもその前後の利用

状況によって，情報提供に対する許容されやす

さは異なると考えられる．活動遷移の前や直後

で，メールの返信などの義務的な利用がある場

合に比べ，ネットサーフィンなどの余暇的な利

用の場合の方が，情報提供は許容されやすいと

予想される． 

そこで，本研究ではスマートフォンの利用場

面における活動遷移に着目し，遷移前や直後の

利用状況を組み合わせることによって，より許

容されやすいタイミングの検出を目指す．特に，

余暇的利用では，文字入力が少なく，スクロー

ル量が多い傾向があると予想し，これらの指標

に着目する． 

3 スマートフォンでの情報提供実験 

3.1 実験用アプリケーション 

本研究では， Android OS 上で動作する，スマ

ートフォン内部の情報を取得し，それらに応じ

て情報提供を模した通知を送るアプリケーショ

ンを開発した．今回の実験では，画面の点消灯

として検出した利用開始と利用終了に加え，ア

プリ切替，アプリ継続使用中の各タイミングで

確率的に模擬通知を行った． 

3.2 実験概要 

 東京農工大学倫理委員会の承認を得た後に，

実験参加者のスマートフォンに実験用アプリケ

ーションをインストールし，自宅でのスマート

フォン利用中に模擬通知を行った．そして，そ

のタイミングでの情報提供に対する主観的許容

度を評価した．主観的許容度の評価は，通知後，

実験用アプリケーションの提示するダイアログ

に 5段階で回答させる方式を用いた． 

3.3 実験条件 

実験参加者は，生活パターンがある程度限定

され，日常的に自宅で 2時間以上スマートフォン
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図 1 スマートフォン利用における活動遷移

と取得可能な利用状況情報  
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を使用している若年男性 15 名を対象とした．い

ずれも 21～25 歳であった．実験参加者には，自

宅において通常の日常生活を行いながら任意の

時間に自ら実験用アプリケーションを起動して

実験を開始するようにし，また，6 日間で一日あ

たり 6 時間以上，合計 40 時間以上記録するよう

に指示をした． 

 

4 実験結果 

情報提供タイミングごとの回答許容度の分布

を図 2に示す．活動遷移に相当する利用開始，ア

プリ切替，利用終了時の高許容度（4，5）の割

合はおよそ 65%, 70%，50%であり，アプリ継続

使用中の 35%よりも高かった．すなわち，活動

遷移時は非遷移時よりも情報提供に適している

ことが確認された．さらに，利用開始時とアプ

リ切替時は，利用終了時よりも許容される割合

が高い可能性が示唆された． 

 そこで，活動遷移時の中でも高許容度の割合

が高いアプリ切替時を対象に，切替前 2分間の利

用状況と許容度の関連を分析した．本研究では，

2 章で述べたように文字入力の有無とスクロール

量に着目した． 

表 1 に示すように，アプリ切替時の情報提供

413 回のうち低許容度（1，2）の割合が約 21%あ

ったのに対して，アプリ切替前の文字入力の有

無で分割すると，文字入力無では約 18%に低下

し，さらにスクロール量 100以上かつ文字入力無

に限定すると 15%以下に低下した．その一方で，

データ数は約 3分の 1に減少した． 

 

5  考察 

活動遷移時の中でも，文字入力が無くスクロ

ール量が多い状況におけるアプリ切替時の情報

提供は，ユーザの活動を阻害する可能性は比較

的低かったが，実生活でのシステム運用のため

にはさらなる向上が求められる．ところで，今

回の実験では確率的に通知を行っており，通知

を行わなかったものも含めると条件を満たすア

プリ切替は 1時間に 4 回程度の頻度で発生してい

た．そのため，十分な提供機会数を確保しつつ，

さらに条件を追加することも可能と考えられる． 

ここで，アプリ切替の中でも，前の活動が一

時中断した場合よりも，終了し一段落した場合

の方が情報提供は許容されやすいと考えられる．

そこで，これを検出し組み合わせることでさら

なる精度向上が見込まれる． 

6 まとめ 

本研究では，若年男性 15 名を対象に，自宅で

のスマートフォン利用中の情報提供に対する許

容度を実験的に評価した．その結果，利用開始

時とアプリ切替時で情報提供が許容されやすく，

さらに，利用状況によって許容度が異なる可能

性が示唆された． 

今後の課題は，より推定に有効な指標を見つ

け，推定モデルを考案・検証することである． 
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図 2 情報提供タイミングと許容度 

表 1 アプリ切替前の利用状況と許容度 
 低許容度

(1,2)の割合 
データ数 

アプリ切替 21.1% 413 

文字入力有 28.8% 119 

〃 無 18.4% 294 

文字入力有 or 

スクロール量<100 
24.1% 282 

文字入力無 and 

スクロール量≧100 
14.5% 131 
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